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研究成果の概要（和文）： これまでの科研で生成した理論から、産科医療機関の看護職者を対象とした教育プ
ログラムを開発した。それをもとに2日間の「妊娠・出産期からの子ども虐待発生予防研修」を企画し、2018-19
年に全国規模で4回実施した。研修前後の質問紙調査を行い、有用性の検討を行った。
 研修目標の達成得点が高く、①「気になる親子」の発見の視点の育成、②退院後の子育てを見極める長期的な
視点の育成、③他機関理解の深化と相互補完性の認識強化、が達成された。「予防」という視点を取り入れ、産
科医療機関の看護職者向けに内容を精選したことにより、理解が深められたと考える。教育プログラムの有用性
が検証された。

研究成果の概要（英文）：From theories based on own previous research, an educational program was 
developed for nursing professionals in Maternity Hospitals. Based on this, a two-day ‘Preventing 
the occurrence of child abuse from the pregnancy and childbirth period’ training was organised and 
conducted four times on a national scale in 2018-19. A pre- and post-training questionnaire survey 
was conducted to determine the usefulness of the training.
High scores were achieved for the training objectives: i) developing a perspective on detecting ‘
parents and children of concern’, ii) developing a long-term perspective on assessing parenting 
after discharge from hospital, and iii) deepening understanding of other agencies and strengthening 
recognition of mutual complementarity. We believe that the program has deepened understanding by 
incorporating the perspective of ‘prevention’ and by carefully selecting the content for nurses in
 obstetric care institutions. 

研究分野： 生涯発達看護学

キーワード： 子ども虐待　児童虐待　発生予防　教育プログラム　産科医療機関　助産師・看護師　連携　気になる
親子

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
報告者らは独自に開発した理論をもとに、産科看護職者に特化した「妊娠・出産期からの子ども虐待予防研修」
を実施した。この研修は以下の３つの力が育まれ、有用であることが検証された。①要支援親子の発見の力、②
退院後の子育てを見極める長期的な視点、③他職種理解の深まりと相互補完するための連携の認識。妊娠期から
母親・家族に関わる産科看護職者のこれらの力の育成により、子ども虐待死亡事例の5～6割を占める0歳児の虐
待発生予防に寄与することができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
子ども虐待死亡事例は 0 歳児が最も多く約 4～6 割を占める。国・地方自治体等はさまざまな

取り組みを行っているが、乳児の虐待死亡数の減少には至っていない。乳児の虐待予防は早急に
解決すべき重要な課題である。また、虐待により被害を受けた子どもは、その後の人生において、
発達の障害、情緒面の問題、対人関係の問題、非行・犯罪等の問題と関連することが示されてい
る。近年は脳科学の進歩により、虐待のストレスによる脳の器質的な変化とその臨界期が解明さ
れつつある。幼少期に虐待を受けた人は、心疾患や肺癌にかかるリスクが生涯で 3 倍にも高ま
り、寿命が 20 年短縮することが示されている。そして日本における子ども虐待による経済的損
失が、１年間で少なくとも 1 兆 6 千億円にのぼることが報告された。 
 以上のように、子ども虐待の研究が進めば進むほど、被虐待児への短期・長期的な身体・心理・
社会的影響の大きさが明確化し、社会的な損失も大きいことが示された。子ども虐待は予防され
ることが最も望ましく、その取り組みは喫緊の課題である。 

2016 年度の児童福祉法の改正では、虐待防止対策において重要な役割を担っている職種の例 
示に、新たに助産師が加えられた。同年の母子保健法の改正では、母子保健活動が子ども虐待の
発生予防に資するものであることが明記された。小林（2010）は、乳幼児の虐待死亡事例の鍵と
なる機関は保健と医療であるとし、産科医療施設で早期にハイリスク児を把握し、保健機関と連
携することの重要性を示している。日本では、ほぼ全例の妊娠・出産管理は産科医療機関で行な
われる。乳児の虐待発生予防に向けた妊娠期からの支援には、産科看護者が要支援親子に気づき、
保健・福祉機関に連携することが重要である 
 
２．研究の目的 
報告者がこれまでの科研で独自に生成した理論から、産科医療機関の看護職者に特化した教

育プログラムを開発した。それをもとに 2 日間の「妊娠・出産期からの子ども虐待発生予防研
修」を企画し、全国規模で実施する。研修実施前後で研修参加者に質問紙調査を行い、教育プロ
グラムの有用性を検証する。 
 
３．研究の方法 
1) 前科研の課題である事例検討学習の教材を、新たに福祉学的視点を加え検討し、より理解し

やすい教材を明確化する。それを基に改訂版教育プログラムを作成する。 
2) 改訂教育プログラムを 2日間の研修会へ企画し、評価のための質問票を作成する。 
3) 研修会を全国展開し、研修前後の質問紙調査によりプログラムの有用性を検証する。 
   質問紙調査の概念枠組みを以下に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4）倫理的配慮 
本研修および実施前後の質問紙調査は、研究実施時所属していた施設の倫理委員会の承認を

得て実施した（承認番号：NCGM-G-002226-01）。 
対象者の研修・調査への参加は、研修応募前に自由意思に基づいて決定された。研究の目的、

概要、倫理的配慮等を文書で説明し、対象者に意思決定していただいた。受講決定後に研究を途
中辞退しても研修の受講は継続して行え、不利益を受けないことを説明した。 

教育プログラムの実施
対象者の属性
施設背景

10項目

5.親・家族への同意の
得かたと情報提供に
関する法的理解

3項目

6.子ども虐待発生予防に
向けた産科医療機関の
看護職者の役割理解

5項目

7.各産科医療機関にお
ける虐待発生予防に
向けた課題と対策

2項目

8.子ども虐待の予防に
向けた認識

8項目

9.各施設における子ども虐待に
関する課題　自由記述

11.「親子に関する地域連携評価
尺度」25項目

10.子ども虐待に関する
各自の悩み　自由記述

教育プログラム実施後の状況

図１　本研究の概念枠組み

上記１～8　の変化
9.子ども虐待の予防に向けた認識の研修

前後の変化　　8項目
10.関係する他専門職者の
役割理解　　4項目

11.研修目標の達成度　3項目 12.研修に関する評価　9項目
13.課題・悩みの変化、学んだこ
と、感想・要望等　自由記述

教育プログラム実施前の状況

1.子ども虐待発生予防・
支援の
目的の理解

10項目

2.子ども虐待の
基礎的理解

12項目

3.「気になる親子の
退院後の生活や
支援の理解

5項目

4.他機関の役割や
支援内容の理解

10項目



４．研究成果 
1）教育プログラムの開発 
（1）大目標の設定（図 2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 大目標の色は、先行研究で明らかとなったプロセスの色と対応する。 
（2）2 日間の研修プログラムの内容・タイムスケジュール（表１） 

上記で示した教育プログラムの大目標等を 2日間の研修に落とし込み、以下のタイムスケジ 
ュールとした。2日目はグループワークの時間を多くとるようにした。 
 講師は助産師である報告者と、子ども虐待死亡事例検証の専門委員を務めた経験のある保健
師（研究分担者）、児童福祉の専門家の 3名で務めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2）開催時期、回数、応募方法、参加者数、調査票有効回答率 
2018 年、2019 年に産科医療機関の看護職者を対象とし、2 日間の「妊娠・出産期からの子ど

も虐待発生予防研修」を計 4 回実施した。東北・九州・中国・四国・関東の日本産婦人科医会に
登録する分娩取り扱い全 2177 施設に研修募集を郵送で行った。1 回の研修はグループワークの
関係上、定員を 50 名とし、定員を超える場合は 10 名の超過を限度とし受け入れた。 
 研修の参加者は 203 名であった。調査票の有効回答数は 198 票で、有効回答率は 97.5％であ
った。 
 
3）研修参加者の背景 
（1）職 種（n=196）:助産師 173 人（88.3%）、看護師 23 人（11.7%） 
（2）年 齢（n=195）:23 歳～64 歳、平均：41.6 歳 
（3）所属施設（n=198）：総合病院 139 人（70.2％）、産婦人科病院・診療所 59 人（29.8％） 
（4)産科経験年数（n=193）:1～38 年、 平均：14.3 年 
（5)子ども虐待に関する研修や勉強会への参加の有無（n=193）：ある 99(51.3%)、ない 94(48.7%)   
 産科の経験年数は平均 13.8 年と、ベテランの助産師・看護師が参加していた。 
 
 

講師内容時間

助産師子ども虐待の現状と支援の変遷
子ども虐待の影響→支援の目的へ午前１(90分)

1日目
助産師産科医療機関における虐待予防活動の実際

・気になる親子への気づきから連携が発展するプロセス 等午前２(60分)

各自各施設の情報交換（グループワーク）午後１(50分)
保健師子ども虐待の基礎知識と保健機関の役割午後２(60分)
保健師事例から学ぶ保健機関との連携午後３(60分)
福祉職福祉機関の役割・具体的な支援内容午前１(90分)

2日目
福祉職事例から学ぶ保健・福祉機関との連携（解説）午前２(60分)

各講師
事例から学ぶ保健・福祉機関との連携
産科医療機関の助産師・看護師に期待すること
グループワーク＆発表

午後１
(180分)

表1 妊娠・出産期からの子ども虐待発生予防研修 タイムスケジュール

1.「子ども虐待の視点をもち援助の中でのリスク探索」
2.「気になるサインへの気づき」
3.「追加情報を得てリスク状況の確認」
4.「長期的な子育てを見据えた判断」
5.「同意を得て情報提供ケースとしての確定」
6.「情報提供・支援依頼」
7.「情報フィードバックによる親子のなりゆきの理解」
8.「支援に還元される経験的な学びの獲得」
9.「協働機関としての他機関の認識醸成」
10.「連携のモチベーション強化」
11.「新たな相互補完性を発揮した連携・支援の継続」

自身の先行研究「産科医療機関における『気になる親子』への気づきから他機関と
連携が発展するプロセス」をもとに教育プログラムの大目標を3点設定した。

気
づ
き
か
ら
連
携
が
発
展
す
る
プ
ロ
セ
ス

大目標1
子ども虐待の基礎的
知識を得て、サイン発
見の視点を育成する

大目標2
親子の退院後の生活
理解を深め、長期的
視座を育成する

大目標3
他機関理解の深まり
による相互補完性・
連携への認識を強化
する

図2 大目標の設定



4）調査項目 1～8の変化（前述図１参照） 
知識・認識等は「全く知らない・全くそう思わない」～「非常によく知っている・非常にそう

思う」の 6段階で尋ね、1～6点の点数を付与し、満点を 6点とした。点数の高い方が、「知って
いる・そう思う」ということを示す。 
調査項目１～８の知識・認識を問う全ての項目で、研修後は前より点数が上昇していた。 

 
5）研修の大項目の達成度 
 3 つの研修の大項目の達成度は、6 点満点中 5.22～5.30 であり目標の達成度が高いと評価で
きる。 
 
6）研修参加者の施設における子ども虐待発生予防に向けた課題 
自由記述のテキストデータを、帰納的に分析した。表 2に結果を示す。課題として挙がってい

る数の多い課題をみると、妊婦健診での関わりの短さ、産後の入院期間の短さという産科医療機
関における特徴が、親子のリスクの発見や見極め、支援に大きく影響していることがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番号 課題 定義 データ
数

1 短期間での情報収集・リスク
の見極め・支援

看護職者が，短期間の関りで情報収集やリスクの見極め，支援を十分
行うことが困難であると感じていること

10

2 スタッフの技量の違い スタッフの子ども虐待に関する関心や，経験年数，看護観，能力等によ
り，気になる親子の発見や対応が異なること

9

3 院内の連携 看護職者が，外来と病棟，産科とNICU等，院内の連携が不足・困難
と感じること

8

4 継続的な情報収集・支援 看護職者がさまざまな理由により，継続した情報収集や支援が困難だと
考えていること（理由：個人の認識，チーム・交代制勤務体制，外来・
病棟のスタッフが異なる等）

7

5 スタッフ・組織の知識・認識強化 看護職者が，スタッフや施設全体での子ども虐待への知識・認識強化が
必要だと感じていること

6

6 スタッフ間の情報共有 チーム・交代制勤務や外来から病棟への情報の引継ぎ等，スタッフが情
報を共有することは困難であると感じていること

5

7 他機関との関係構築 看護職者が，連携のために他機関と関係性を構築することが課題である
と感じること。

5

8 親子のなりゆきがわからない 他機関からの情報のフィードバックがないことで，退院後の「気になる親
子」の生活の状況や経過がわからないこと

5

9 要支援親子への対応方法 看護職者が要支援親子への対応方法に困難を感じること 5

10 情報のフィードバックがない
（遅い）

「気になる親子」の情報を提供しても，他機関から情報のフィードバックが
ない（遅い）こと

4

11 他機関との連携 看護職者が漠然と他機関との連携が課題だと考えていること 4

12 病院と他機関のリスクの
見極めの差

看護職者が，病院で見極めたリスクと他機関のリスクの見極めに差を感じ
ること

4

13 施設のシステム その産科医療施設において親子の情報収集困難や関わりの困難を生じ
るシステムがあること（例：医師の妊婦健診への看護職者の介入少な
sa，産後１か月健診までフォローがない等）

4

14 自己の支援の評価ができない 看護職者が，他機関からの情報のフィードバックがないことが理由で自己
の支援の評価ができないこと

3

15 支援が困難な親への対応 リスクの自覚がない，支援を拒否する，支援機関への否定的感情をもつ
などの親に対して，看護職者が親への支援や他機関との連携対応するこ
とに困難を感じること

2

課題
①フィードバックが情報を共有できない　②同意拒否ケースへの対策
③他機関の支援内容がわからない　　 ④マニュアルの整備
⑤連携業務に時間がとられる　　　　　 ⑥対応スタッフ不足
⑦ケースの多さによる対応の滞り 　　　 ⑧更なる取組みの充実

　　　　　　：先行研究で生成された理論と対応する課題

表2　参加者施設における子ども虐待発生予防に向けた課題
全91データ

16 その他 10



7）研修前の課題に対する捉え方の変化－研修後調査の結果－ 
 研修後の学びや感想の中から、課題に対応した記述を選び以下に紹介する。 
・『産科医療機関による関りは、短期間であり限界が多いともっていたが、ここでの関わりが今
後の親子に大きな意味を持つことを確認できた』 

・『日々感じる違和感を、保健センターへもっとつないで、悩みをかかえる母親や子どもたちを、
関わるみんなでフォローしていけたら（子ども虐待の）件数の減少につながっていくのではな
いかと思いました』 

・『産科医療機関での限界があるため、「気になる親子」に対しては地域や他機関と連携し、長期  
的なかかわりが大切だと思いました』 

・『産科で働く中で、出来ることをする。（子ども虐待の）目を養う。そして、地域へつなげ、お  
母さん自身が地域の中で生活していける体制を整える』 

・『まだまだ難しいことが多くありますが、積極的に保健センター等へ連携をとっていくべきだ
と思った』 

・『どのようにしたら「気になる親子」、虐待する親をアセスメントして、抽出していったら良い  
のかわからなかったが、長い目で子育てを捉えていくこと、病院でみせる母親と家庭でみせる  
母親の姿は違うことを頭において、日々業務したいと考えさせられた』 

・『助産師外来で保健指導した妊婦で気になる方は、保健センターへ連絡票を書いているが、そ
の後は、管理職が保健師と連携をし、その方がどのような経過をたどり、どのような支援を受
けているか知ることができず、気になる妊婦を見つける視点が養われなかったり、モチベーシ
ョンの向上にならずにいたと思います。早速、部署で共有できるように働きかけてみたいと思
います』 

・『他職種の業務内容がわからなかったので、どのように相談したらよいかわからなかったが、 
今回確認でき、これからの事例に役立てたいと思いました』 

 
8）研修後の参加者の感想 
・『普段、そしてこの 10 数年、気にかけ悩み、手探りで行ってきたことが、間違いではなかった 
と思えたこと、虐待を予防したい、防ぎたいと思い働いている仲間が沢山いることを知ること  
ができたこと。その方法、考え方などを再確認できたことは、とてもよい学びとなりました』 

・『産科クリニック勤務で、ハイリスク事例を扱うことが少ないのですが、現状を知り、胸が痛 
くなりました。気になる母子、家族には、躊躇せずアプローチできるように。また、他機関と  
の連携の大切さもよくわかりました。助産師にできること、助産師にしかできないこと・・・。 
また、ひとつみつけた気がして、嬉しいです』 

・『入院中の母親の姿は仮であり、退院後の生活環境や支援体制等、その人の具体的な生活をイ 
メージして指導していくことが重要だとわかった』 

・『今まで虐待に関する研修を受けたことがあるが、実際に私たち助産師に何ができるのか、で 
きたのかという視点で事例検討を行う機会はなかったので、とても有意義でした。他院の助産 
師、看護師の意見も聞けて多くの学びとなりました』 

・『病院に帰ってから、やるべきことがたくさんみえた。虐待をした母にならぬように、妊娠期
から小児科まで長く見続けられる支援を構築します』 

・『福祉側からの視点はこれまで（の研修で）あまりなかったので、新しい視点を持つことがで
きたと思う。虐待を疑うのではなく、この親子が支援を必要とするかどうかという関り方が重
要と知り、少し肩の荷が降りた』 

 
5．結論 
1）研修の目標の達成度が高く、研修の目標は達成でき、教育プログラムの有用性が示された。 
2）「予防」という視点を取り入れ、産科医療機関の看護職者向けに内容を精選したことにより、 

理解が深められたと考える。 
3）事例検討をとおして、産科医療機関の役割について考えられ実践的な理解につながった。 
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